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十
二
月

一
日
午
前
十

一
時
、
南
阿

蘇
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
青
年

部

（吉
良
充
展
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、

今
年
も
高
森
駅
入
り
回
の
も
み
じ
の

本
に
ク
リ
ス
マ
ス

・
ツ
リ
ー
を
飾
り

付
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
会
の
交
通
安
全
推
進
運

動
の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

飾
り
付
け
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

衣
装
を
着
て
馬
に
ま
た
が

っ
た
同
会

一
員
や
高
森
警
察
署
の
皆
さ
ん
と
共
に

高
森
幼
稚
園
児
ら
も
参
加
。
み
ん
な

で

一
生
懸
命
飾
り
付
け
て
点
灯
す
る

と
、
赤

・
青

・
黄
色
の
た
く
さ
ん
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ヨ
ン
が
点
滅
し
、

「わ

―
き
れ
い
！
」
の
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。「こ
の
取
り
組
み
が
交
通
安
全
意

識
の
高
ま
り
に
つ
な
が

っ
て
欲
し
い

で
す
ね
」
と
吉
良
充
展
会
長
は
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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いよいよ一年で最も寒い季節がやつてきました。路面の凍結や降雪など、

車の運転には特に気をつけなければなりません。「凍結した路面で滑つて、

対向車に激突 !」 などにならないように気をつけましよう。タイヤチェーン

やスタッドレスタイヤの準備や点検を怠らないようにしたいものですね。
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十
月
二
十
八
日
、
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「わ

が
町
料
理
自
慢
」
と
題
し
て

昧
な
高
森
研
究
会

（本
誌
平

成
九
年
六
月

・
八
月
号
関
連

記
事
記
載
）
の
中
村
敏
治
さ

ん

（草
部
）
と
松
野
博
子
さ

ん

（天
神
）
が
こ
の
会
の
発

足
状
況
や
高
森
の
新
作
料
理

の
説
明
。
そ
の
後
、
試
食
会

が
行
わ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
受
講

生
ら
は
こ
ん
な
に
お
い
し
い

も
の
が
高
森
の
素
材
で
で
き

て
い
る
の
か
と
感
心
し
、
あ

ら
た
め
て
高
森
の

「食
」
の

す
ば
ら
し
さ
を
発
見
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
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′

ノ
「

生
涯
学
習
を
目
的
に
南
阿

蘇
六
か
町
村
に
よ
る
セ
ミ
ナ

ー
は
本
年
度
で
十
四
回
目
。

五
月
よ
り
三
十
二
講
座
が
開

催
さ
れ
、
延
べ
千
八
百
名
も

の
方
々
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
十

一
月
九

日
に
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で

タ
レ
ン
ト
の
清
水
國
明
氏
を

迎
え

「我
ら
ゆ
と
リ
ス
ト
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

や
人
生
観

・
子
育
て
な
ど
に

つ
い
て
お
も
し
ろ
お
か
し
く

笑
い
を
交
え
な
が
の
講
演
で

受
講
さ
れ
た
百
八
十
名
の
方
々

は
お
お
い
に
笑
い
な
が
ら
も

熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
本
年
度
の

開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
も
ま
た
、
元
気
で

ご
参
加
下
さ
い
。

言
|
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「おいしい。すばらしい。」との評価 試食会

講師の清水國明さん

平成も 10年を数え、孫や子どもたちの健康や幸
せを願い見守りたいと思います。
家族一緒に伸良く健康に注意して頑張りたいと思
います。
今年も家庭円満。健康 (飲み過ぎ)に注意し家族
みんなで頑張ります。
今年は中学生。勉強に、スポーツにがんばります。
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の岩下定

した。

今年の本町の年男、年女は647人。大害色見

年女は、

■喜七郎さん

■ヨリ子さん

■定 美さん

■砂 織さん

田T l.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。
巳 2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
奎: 3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

:璽 4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
=亭= 5.ス

ポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。」Ｌ L
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タイヤチェーンやスタッドレスタイヤの準備・点検を

高
森
コ
ー
ス
　
第
六
回
学
習
会

「味
な
高
森
研
究
会
」
が
講
師

平
成
九
年
度
　
閉‐
講
式
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産
業
開
発
青
年
隊
員
募
集

明
日
へ
の
第

一
歩

口
・
・

平
成
十
年
度
隊
員

（第
二
回
）
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

県
内
に
居
住
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

の
心
身
と
も
に
健
全
な
独
身
の
者
。

（男
女
）

■
募
集
定
員
　
十
五
名
程
度

■
募
集
期
間

一
月
十
九
日
か
ら

一
月
三
十
日

■
試

験

日
　
二
月
十
二
日

（本
）

■
試
験
会
場
　
熊
本
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー

（城
南
町
舞
原
東

一
九
四
）

■
試
験
科
目
　
学
科
試
験

（数

。
国

・

作
文
）
と
面
接
試
験

■
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

下
益
城
郡
城
南
町
沈
目

一
六
六
七
〇

９
６
４

・
２
８

・
６
６
１
１

町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
、
保
護
者
が
、
高
森
町
に
居

住
す
る

「高
校
生
」
及
び

「国
公

立
の
大
学
生
」
を
対
象
に
奨
学
資

金
貸
し
付
け
の
募
集
を
行

い
ま

す
。
希
望
者
は
、
二
月
二
十
五
日

ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
一
月
二
十
四
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

今
年
の
無
料
法
律
相
談

（予
定
）

二
月
二
十
八
日
、
五
月
二
十
三
日
、
七
月
十

八
日
、
九
月
十
九
日
、
十

一
月
二
十
八
日

あ
ら
た
め
て
、
事
前
に
そ
の
都
度
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
工
事
名
　
平
成
九
年
度
湧
水
館

周
辺
整
備
工
事
　
□
工
期
　
平
成

九
年
十

一
月
二
十
八
日
か
ら
平
成

十
年
三
月
十
日
ま
で
　
□
金
額

千
四
百
三
十
四
万
三
千
円
　
□
請

負
者
　
ｍ
藤
本
組

t
ヽ ヽ

二
十

一
世
紀
に
向
け
た
町
民
優
先
の
町
め
ざ
し

謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
清
々
し
く
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
本
町
合
併
四
十
周
年
記
念
式
典

・
町
民
体
育
館
落
成
式
等
開
催
に
あ
た

り
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
賜
り
無
事
に
式
典
を
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
新
た
な
る
町
民
皆
様
の
英
知
と
和
を
賜
り
二
十

一
世
紀
に
向
け
、
町
議
会

と

一
体
と
な

っ
て
町
民
優
先
の
行
政
推
進
を

い
た
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
「く
ま
も
と
未
来
国
体
」
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
な
ど

一
九
九
九
年
開

催
の
国
体
テ
ニ
ス
競
技
の
成
功
に
向
け
、
一
層
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
民
皆
様

の
ご
指
導

ご
協
力
を

切
に
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

年
頭

に
当
た
り
皆
様

の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。●

高
森
町
奨
学
生
募
集
　

　

法
律
相
談

（無
料
）

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

■
２

・
１
１
１
１
　
内
線
１
６
７

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
１
月
３０
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

一
階

の
林
業
相
談
室

年
　
金
　
相
　
談

　

　

入
札
結
果

（吾
万
円
以
上
）

●  ●

て

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

１
月
Ｈ
日
　
馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐②
ｔ０
６
４
６
嚇

今
年
は
寅
年
。
寅
は
十
二
支
の
中

の
三
番
目
、
食
肉
ロ
ネ

ヨ
科
の
動
物

で
す
。
ラ
イ
オ
ン
が

「ア
フ
リ
カ
の
百

獣
の
王
」
な
ら
、
ト
ラ
は

「ア
ジ
ア
の

百
獣
の
王
」
で
す
。
ウ
ス
リ
ー

（
ロ
シ

ア
と
中
国
の
国
境
地
帯
）
、
中
国
大

陸
、
朝
鮮
半
島
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
、

温
帯
か
ら
熱
帯
地
方
に
か
け
て
広
く

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
列
島
に

は
、
野
生
の
虎
は
い
ま
せ
ん
。

日
本
の
文
献
に
初
め
て
虎
が
登
場

し
た
の
は

『日
本
書
紀
』
で
、
欽
明
天

皇
の
六
年

（五
四
五
年
）
に
、
百
済
で

虎
退
治
を
し
て
、
そ
の
皮
を
日
本
に

持
ち
帰

っ
た
人
が
い
る
と
い
う
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
た
虎
が

日
本
に
来
た
の
は
寛
平
二
年

（八
九

〇
年
）
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
江
戸
時

代
に
は
、
虎
は
見
せ
物
と
し
て
江
戸

・

大
坂

（大
阪
）
な
ど
を
回

っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

多
く
の
人
が
虎
を
見
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
動
物
園
が
普
及
す

る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
虎
は
こ
と
わ
ざ
に
よ
く
登
場
し

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
寅
年

「
則

ゎ〃
」嚇

1

月
15
日

１
月
１８
日

１
月
２５
日

２
月
１
日

２
月
８
日

２
月
Ｈ
日

２
月
１５
日

２
月

２２
日

東
　
医
　
院

Ｔｅ‐
②

‐
０
３
０
９

立

野
病

院

Ｔｅ‐
③

‐
０
１
１
１

中

村

医
院

Ｔｅ‐
⑦

‐
２
３
３
３

寺

崎

医
院

Ｔｅ‐
②

‐
０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②

‐
３
３
５
１

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
⑦

‐
１
７
７
７

後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦

‐
０
０
１
９

立

野
病

院

Ｔｅ‐
③

‐
０
１
１
１

か も。 広報た
② -2222

*都合により変更になる場合があります
レホンサービスでお確かめください。 |

編
集
後
記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

先
日
、
ラ
ジ
オ
で
次
の
よ
う
な
話

題
を
耳
に
し
ま
し
た
。
東
京
の

一
部

の
学
校
で
は
、
給
食
の
時
の

「
い
た
だ

き
ま
す
。
」
は
言
わ
な
い
そ
う
で
す
。

ベ
ル
か
鐘
で
食
事
を
は
じ
め
る
そ
う

で
す
。
手
を
合
わ
せ
て
食
べ
る
こ
と

が
宗
教
的
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
だ

そ
う
で
す
が
、
な
ん
と
寂
し
い
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
「
『
い
た
だ
き
ま
す
。
』

は
あ
な
た
の
命

（野
菜
や
、
肉
魚
等
）

を
私
が
大
切
に
い
た
だ
き
ま
す
。」
の

略
か
ら
来
た
そ
う
で
す
が
、
感
謝
の

心
を
持
た
な
い
教
育
が
大
都
会
で
は

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

熊
本
で
は
そ
ん
な
あ
ど
け
な
い
教

育
は
や
っ
て
い
な
い
と
の
回
答
に

一

安
心
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
浩

めて

(11月末日現在)

世帯数  2,595(+3)
男  3,862(+1)
女   4,169(+1)
総 数 8,031(+2)

1997.11月 受付分 敬称略

人口の動き

■広報送料寄付

中尾幸雄 (兵庫県高砂市)

林 裕文 (札幌市中央区)
林 敬昌 (熊本市国府)
梅崎貴美子 (大阪府柏原市 )

おくやみ
もうしあげます

11.22

善意の灯

(

衿

女

女

男

男

男

男

齢

８

１

２

７

０

８

４

９

８

７

９

年

８

８

７

７

９

３

９

６

６

８

８

赤 ち ゃん
たんじょう
森 友花ちゃん
(横町) 10.30生
岩永 萌香ちゃん
(横町) 10.30生

瀬井 亮太ちゃん
(山付・神原)10.30生

本田芙美弥ちゃん
(中・中村)11.5生
幸野 佑亮ちゃん
(灰原) 11.11生
阿南 聡馬ちゃん
(上在) 11.12生

すえながく
お幸せに
垣 内 浩 一

(中川)なおみ
森

森

音同
音回

和

和

昭

昭

所

町

山

町

倉

町

和

在

丁
通

上

鳥

住

横

村

下

社

下

昭

上

西
旭

井

味

喜
子

宏
子

也
織

隆
合

治
美

徳
春

一ヨ

　

　

Ｌ
Ц

秀
友

敏
京

積
香

雅
村

道
動

博
千

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

御 遺 族
小林 順弘
村上 孝徳

ありがとうございました
(敬称略)

音

チ

‐光

子

馨

イ

昭

‥
サ

峯

メ

　

コ
木

亡

林

上

山

藤

脇

島

死
小

村

竹

工

野

藤

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>小林順弘
野脇頼介 藤島ムツオ
政則 吉良山慶巳

工藤マシ

平田ルリ子 住吉

工藤 マシ
野脇 頼介

獅

母

父

　

夫

母

藤島ムツオ 子
野尻  節 祖母
宇藤 清子 夫
平田ルリ子 夫
住吉 政則 母
吉良山慶巳 母

野尻スミヱ

宇藤利今朝
平田 美稔
住吉 トミ
吉良山キミエ

休
日
在
宅
医

(2)(23)今度の温泉館休館日1月 21日 (水)2月 18日 (水)極曇霧畠奎5暑 |ま壌雰目界藤詭亀111〕管Fの

デ

甲

お知らせのへ
°中ゾ

高
一森
町
長
　
今
　
村
　
博
　
信



ヨ困口■■■

県
の
お
知
ら
せ

こ

ワ
」

日
口
火
大

↓
″
―

中ョ

鳳

こ
こ
ろ
の
モ
ヤ
モ
ヤ

・
・
・

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

阿
蘇
保
健
所
で
は
こ
こ
ろ
の
健
康

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
、
心

配
、
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
相
談
日
時

（予
約
制
と
な

っ
て

い
ま
す
の
で
、
前
も

つ
て
お
電
話

下
さ
い
。
）

◎

一
般
精
神
保
健
相
談

毎
月
第
二
木
曜
日

十
四
時
～
十
六
時

◎
老
人
精
神
保
健
相
談

毎
月
第

一
。
第
三
本
曜
日

十
四
時
～
十
六
時

■
場
所
　
阿
蘇
保
健
所

■
相
談
担
当
者
専
門
医
師
、
保
健
婦

相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

電
話
で
の
相
談
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
保
健
所

（精
神
保
健
福
祉
担
当
）

阿
蘇
町
内
牧

一
二
〇
四
番
地

０
９

６
７

・
３
２

・
０
５
３

５

デ
イ
ク
ア
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

阿
蘇
保
健
所
で
は
こ
こ
ろ
の
障

害
が
原
因
で
入
院
し
た
り
、
病
院

に
通
い
な
が
ら
治
療
を
し
て
い
る

方
々
に
対
し
て
、
仲
間
作
り
や
暮

ら
し
の
基
本
に
必
要
な
こ
と
が
ら

（規
則
正
し
い
生
活
、
他
の
人
と

協
力
し
て
行
動
す
る
力
、
生
活
習

慣
な
ど
）
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

デ
イ
ケ
ア
と
い
う
生
活
訓
練
の
場

を
開
い
て
い
ま
す
。

南
郷
谷
地
域
デ
イ
ケ
ア

（
コ
ス
モ
ス
会
）

■
日
時
　
毎
月
第

一
・
三
木
曜
日

十
時
～
十
四
時

■
場
所
　
高
森
町
中
央
公
民
館

■
内
容
　
野
外
活
動
、
料
理
、
七

宝
焼
や
手
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
参

加
者
の
希
望
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

■
経
費
　
一父
通
費
自
己
負
担
、
他

は
、
内
容
に
よ
り
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
詳
し
く
は

阿
蘇
保
健
所

（精
神
保
健
福
祉
担
当
）

阿
蘇
町
内
牧

一
二
〇
四
番
地

０
９
６

７

・
３
２

・
０

５
３

５

一　
一
〇
番
の
日
」
一
一
〇
番
通
話
は
正
し
く
迅
速
に
　
緊
急
で
な
い
通
話
は

ニ
ー
〇

一
一
〇

へ

（高
森
警
察
署
）

■
■
Ｉ

Ｊ

一だ 十

一
一〓貝

‥
土

ヨ
［
〕

三
二
―

ノ
ダ
―

コ
Ｊ
マ
　
職

〓
〓
Ｊ

細

Ｉ
Ｌ
フ

鶉

・〆
ノ

蜘

３
重
、「劇

「
自
然
」
と

の
調
和

の
と
れ
た
町
づ

く

り

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

昨
年
中
は
皆
様
方
の
ご
支
援
に
よ
り
、
町
政
の
向
上

・
充
実
に
微
力
を
尽
く
す
こ

と
が
で
き
た
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十

一
世
紀
も
間
近
に
迫

っ
た
今
日
、
国
の
内
外
と
も
に
大
き
な
変
革
の
時
期
に

き
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
地
方
分
権
、
高
齢
化
や
少
子
化
の

著
し
い
進
行
な
ど
、
未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
事
態
に
直
面
し
、

ま
さ
に
、
行
政
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
年
を
契
機
に
心
を
新
に
し
て
、
町
民
の
皆
様
が
、
高
森
町
を
誇
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
議
員

一
丸
と
な
り
、
執
行
部
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
最
大
限
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
ヽ
本
年
も
相
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の‐‐
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一●

高
森
町
議
会
議
長

後

藤

英

範

注 1最低賃金は、常用、臨時、パー ト等県内すべての労働者に適用されます。
2産業別最低賃金については、年齢、業務内容によつては適用除外となり、
熊本県最低賃金が適用される場合があります。
3時間額は、時間給制の労働者に、日額は、時間給制以外の労働者にそれぞ
れ適用されます。
4最低賃金の対象となる賃金には、時間外 休日・深夜手当や結婚手当、賞与、
精皆勤手当、通勤手当、家族手当は含まれません。

※詳細については、熊本労働基準局賃金課 (0096-355-3181① )
または最寄りの労働基準監督署へお問い合せください。
また、24時 間テレホンサービス (a096‐ 355‐3199)で も最低賃金額を
お知らせしていますのでご利用ください。

●  ●

●  ●

だ
れ
で
も
知

っ
て
い
る

「虎
の
子
」

は
、
大
切
な
も
の
、
秘
蔵
の
も
の
と
い

う
こ
と
。
「虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
児

を
得
ず
」
も
、
虎
の
子
が
貴
重
な
も
の

と
い
う
意
味
か
ら
、
危
険
を
冒
さ
な

け
れ
ば

（虎
の
住
ん
で
い
る
穴
に
入

ら
な
け
れ
ば
）
成
功
は
得
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

「虎
刈
り
」
は
、
丸
刈
り
が
は
や
ら

な
く
な

っ
た
の
で
、
最
近
は
、
あ
ま
り

見
か
け
ま
せ
ん
。
「虎
の
巻
」
は
、
も

と
も
と
兵
法
の
秘
伝
を
記
し
た
書
物

の
こ
と
。
以
前
は
、
学
生
さ
ん
な
ど

が
、
参
考
書
な
ど
を
こ
う
呼
ん
だ
も

の
で
す
が
、
こ
の
言
葉
も
は
や
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
虎
は
強
い
も
の
、
恐
ろ
し
い

も
の
の
た
と
え
に
も
よ
く
使
か
わ
れ

こ
し
た
ん
た
ん

ま
す
。
「虎
視
眈
々
」
「虎
の
威
を
借
る

狐
」
「虎
に
翼
」
「虎
の
尾
を
踏
む
」
「虎

は
千
里
往

っ
て
千
里
還
る
」
「虎
は
飢

え
て
も
死
肉
を
食
わ
ず
」
「虎
は
死
し

て
皮
を
残
す
」
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
酔

っ
ぱ
ら

い
の
大
ト
ラ
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
昨
年
は
明
る

い
話
題
の
少
な

い
年
で
し
た
が
、
今

年
は
虎
の
よ
う
に
、
威
勢
よ
く
頑
張

り
た
い
も
の
で
す
ね
。

熊本 県 最低 賃 金

最 低 賃 金額 (円 ) 効 力 発 生 の 日

日  額 時 間 額
平 成 9年 10月 1日

4.630 580

産
業
月」
最
低
賃
金

自動車同付属品製造業、

船舶製造業 修理業 .

舶用機関製造業

産 業別 最低 賃 金

電  気  機
器 具 製 造

卜、総 合 ス ー ノ

ー等 )

百 貨 店 (テ パ ー

下製造業

日  客頁 時 間 額

平成 9年 12月 25日

5.060 633

5,405

5,195 650

国
民
年
金
だ
よ
り

え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

将
来
の
年
金
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

忘
れ
ず
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
´

こ
れ
か
ら
先
の
年
金
に
関
す
る
各
種
届
書
や
　
　
ノ

※
二
十
歳
の
み
な
さ
ん
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？

国
民
年
金
制
度
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
に
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
十
歳
に
な

っ
た
ら
、
学
生
も
含
め
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
将
来
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
、
万

一
け

が
や
病
気
で
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
民
年
金
窓
回

で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

※
年
金
の
届
出
や
問
い
合
わ
せ
は基
礎
年
金
番
号
で
！

二
十
歳
に
な

っ
た
時
や
結
婚
、
就
職
、
転
職
、
退
職
等
の
節
目
節
目
に
は
、

役
場
の
国
民
年
金
担
当
に
必
ず
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
し
て
お
か
な
い
と
将
来
の
年
金
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
も
ら

問

い
合
わ
せ
は
、
基
礎
年
金
番
号
で
確
実

に

行

っ
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
係

国
民
年
金
担
当

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
番
）
ま
で

ヽ

イ
1

第
十
三
回
国
民
年
金

（平
成
九
年
度
）

肥
後
狂
句
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

（佳
作
）

年
金
な
　
名
医
も
持
た
ん
長
寿
薬
　
田
上
学

（草
部

・
灰
原
）

役場の支払日 1/26(月 )2ノ5(木)2ノ16(月)  時間 101閣 コヽ5時まで (22)(3)

ク
≫
治

喜
へ

撃

′
八

‘ゝ

、

　

　

　

＾
′

最低賃金!きつちリチエック!しつかリキヤッチ!



み
ん
な
一】一［】
支
え
よ
」

な
が
，
い
　
な
が
～
い
巻
き
ず
し
で
き
ま
し
た

十
五
メ
ー
ト
ル

二
十
セ
ン
チ

小
学
校
生
活
最
後
の
思
い
出
に

敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
家
庭

（無
受
診
で
健
康
保
険
税
完
納
世
帯
）

荒
牧
カ
エ
コ
、
岡
村
昌
良
、
田
上
文
雄
、
三

井
た
み
子
、
宮
本
徳
男
、
荒
牧
末
喜
、
佐
藤

今
朝
弘
、
桐
原
正
光
、
自
井
清
光
、
安
在
ミ

ヤ
子
、
今
村
静
子
、
後
藤
テ
ル
カ
、
田
上
来
、

大
塚
賞
、
杉
田
冨
雄
、
渡
邊
智
子
、
岩
下
秀

士
、
大
谷
員
澄
、
甲
斐
睦
子
、
津
留
栄
樹
、

馬
原
マ
チ
、
楢
本
野
博
、
相
馬
タ
ツ
エ
、
岩

下
謹
治
、
工
藤
政
行
、
後
藤
正
直
、
楢
木
野

瑳
紀
子
、
楢
木
野
多
美
子
、
島
田
守
、
武
田

達
、
楢
木
野
マ
サ
子
、
馬
原
忠
徳
、
福
里
仁

男
、
村
上
忠
孝
、
今
村
マ
サ
エ
、
岩
下
清
、

山
室
仁
人
、
芹
口
利
光
、
中
根
ト
シ
子
、
後

藤
末
光
、
甲
斐
隆
、
後
藤
昭

一
、
佐
藤
秀
生
、

本
田
琢
雄
、
本
田
ナ
ツ
ヨ
、、
松
本
紀
夫
、
後

藤
通

■
む
し
歯
ゼ
ロ
運
動
受
賞
者

（三
歳
児
の
部
）
▽
白
石
公
人
、
本
田
智
貴
、

井
拓
磨
、
野
尻
佑
也
、
谷
川
あ
ず
み
、
津
留

将
太
郎
、
本
田
惇
志
、
船
山
耀
平
、
津
留
葵
、

後
藤
葵
、
村
上
し
お
り
、
森
本
智
寿
、
二
子

石
寛
、
住
吉
華
奈
、
杉
永
あ
お
い
、
伊
東
翔

馬
、
中
山
遼
、
甲
斐
蛍
、
都
恵
輔
、
仁
田
水

唯
央
、
今
井
宙

（小
学
生
の
部
）
▽
田
上
和
宏
、
日
上
沙
紀
、

田
上
将
太
郎
、
西
堀
菜
々
、
甲
斐
雄
大
、
桐

原
雪
乃
、
岡
田
清
隆
、
後
藤
工
博
、
工
藤
裕

美
、
遠
山
ま
り
、
二
子
石
郁
、
吉
良
山
弘
二
、

住
吉
翔
太
、
栗
又
潤
之
助
、
安
方
裕
二
、
後

藤
和
孝
、
後
藤
友
香
、
後
藤
貴
也

（中
学
生
の
部
）
▽
後
藤
愛
実
、
本
田
有
、
山

部
さ
お
り
、
田
所
亜
紗
美
、
大
間
知
愛
、
住

吉
ま
み
、
徳
丸
恵
美
、
山
村
麻
子
、
後
藤
法

子
、
山
村
昌
平
、
松
村
恵
、
甲
斐
憲
吾
、
瀬

井
聡
子
、
矢
津
田
直
樹
、

肥

後

狂

句

霜
　
　
月
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

み
ん
な
で
支
え
よ
う
高
齢
社
会

自
分
の
健
康
は
自
分
で
保
と
う

●  ●

●  ●

十

一
月
十
五
日
、
高
森
小
の
六

年
生
六
十

五
名

（
一
組
渡

辺
先

生
、
二
組
市
原
先
生
）
と
保
護
者

が
、
小
学
校
生
活
最
後
の
思

い
出

に
と
、
と

っ
て
も
長

い
巻
き
ず
し

を
体
育
館
で
作
り
ま
し
た
。

ひ
と
り

一
枚
の
巻
き
ず
し
の
り

を
持
ち
寄
り
、
思
い
思

い
の
具
を

詰
め
小
学
校
生
活
の
楽
し
か

っ
た

こ
と
や
い
ろ
い
ろ
な
行
事
な
ど
を

思

い
出
し
な
が
ら
、　
一
本

の
長

い

巻
き
ず

し
が

で
き
あ

が
り
ま

し

た
。初
め
て
巻
く
子
ど
も
た
ち
は
、

大
喜
び
で
、

「家
に
か
え

っ
て
ま

た
、
巻
き
ず
し
を

つ
く
ろ
う
」
と

張
り
切

っ
て

い
た
子
も

い
ま

し

た
。一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ

一

本
の
巻
き
ず
し
が
出
来
あ
が

っ
た

こ
と
は
楽
し
い
思
い
出
と
な

っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

ピ
チ
ピ
チ
　
今
日
は
手
鉤
の
形
の
無
ア

野
暮
な
こ
つ
　
時
代
は
と
う
に
来
世
紀

金
が
原
因
　
古
文
書
も
手
の
つ
か
ん
ま
ま

ふ
と
思
う
　
僕
の
人
生
何
だ
ろ
う
か

そ
る
が
人
間
　
死
ぬ
ま
で
ロ
マ
ン
追
い
つ
づ
け

野
暮
な
こ
つ
　
ど
う
せ
火
遊
び
で
し
ょ
う
が

ピ
チ
ピ
チ
　
箸
が
た
め
ら
う
活
造
り

ピ
チ
ピ
チ
　
盗
聴
カ
メ
ラ
喜
ば
せ

ま
ち
づ
く
り
　
舞
台
は
世
界

一
の
阿
蘇

ヒ
ビ
の
入
り
　
意
地
で
さ
っ
さ
ん
頼
り
つ
け

ヒ
ど
の
入
り
　
酎
は
畳
に
き
ゃ
あ
飲
ま
せ

新
雪
の
自
さ
眩
し
き
阿
蘇
五
岳

指
先
に
冬
陽
集
め
て
針
仕
事

何
と
な
く
嬉
し
き
こ
と
の
初
日
記

振
り
向
か
ず
声
だ
け
返
し
毛
糸
編
む

お
年
賀
の
穏
や
か
な
り
し
筆
運
び

ひ
た

南
面
の
阿
蘇
の
山
装
冬
陽
濃
し

幼
児
も
そ
れ
な
り
の
夢
お
元
日

そ
う
び

つ
き
添
い
て
居
る
他
は
な
く
冬
薔
薇

口
を
つ
く
昔
お
ぼ
え
し
手
ま
り
唄

遺
筆
読
む
知
覧
の
基
地
は
時
雨
い
て

初
夢
を
語
る
に
少
し
色
を
付
け

「燃
え
る
若
き
ゃ
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

=圭
豊ト
_コ ″ ▲
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田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

林
田
　
一
声

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

武
田
　
南
郷

篠
田
　
凡
才

（高
森
菜
の
花
句
会
）

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美
　
Ｄ

勝
木
　
良
子
　
●

○

F
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、
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″
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「健
康
」
そ
れ
は
私
た
ち
の
生
活
で
何
物
に
も
代
え
難
い
大
切
な
も
の
で
す
。

明
る
い
家
庭
生
活
は

「健
康
」
な
く
し
て
は
は
じ
ま
り
ま
せ
ん
。
高
齢
化
社
会

が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
時
代
で
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
保
つ
こ
と
を
み

ん
な
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　

町
で
は
十

一
月
二
十
日
の
本

曜
日
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に

「健
康

・
福
祉
ま
つ
り
」
を
落
成
し
た

ば
か
り
の
高
森
町
民
体
育
館
で
開
催
し
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
健
康
に
関
す
る
相

談
や
各
種
展
示
物
を
熱
心
に
見
入
り
、
健
康
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
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LI林家木久蔵師匠講演会

笑いと健康
落語の高座はもちろん、映画や「笑

点」などのテレビ番組や「全国ラーメ

ン党」でおなじみの落語家、林家木久

蔵師匠を講師に招いて講演会が行わ

れ、会場にはたくさんの人が詰めか

けました。

木久蔵師匠は健康の大切さについ

ての話を面白、おかしく、独特で巧み

な語りで会場を湧かせていました。

白石ほたるさん(東中)から花束を受ける

林家師匠

子育てサークル 「風まるキツズ」も展示

S
第
２１
回
阿
蘇
山

一
周
駅
伝

今
年
も
健
闘

（高
森
町
総
合
六
位
）

区
間
賞
三
名
　
佐
藤
さ
ん
、
森
田
さ
ん
、
吉
良
さ
ん

十
二
月
十
四
日

（日
）
、
阿
蘇
町
立
体
育
館
を
ス
タ
ー
ト

・
ゴ
ー
ル
に
阿

蘇
五
岳
を

一
周
す
る
阿
蘇
郡
町
村
対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大
会

（郡
陸
上

競
技
協
会
主
催
、
郡
町
村
会
等
後
援
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
七
区

間
、
後
半
八
区
間
に
郡
内
各
町
村
十
二
チ
ー
ム
が
出
場
。

本
町
も
三
連
覇
に
向
け
三
名
が
区
間
賞
を
取
る
力
走
な
ど
で
頑
張
り
、総

合
六
位
で
ゴ
ー
ル
。
来
年
以
降
も
お
お
い
に
期
待
が
持
て
ま
す
。
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

後半スター ト 駅前通りにさしかかる選手たち・高森後半一区本田尚二君
(左端)

●  ●

■
大

会

結

果

（総
合
タ
イ
ム
）

□
六
位
　
高
森
町
　
四
時
間
二
十

一

分
九
秒

（前
半
六
位

・
後
半
七
位
）

□
優
勝
　
蘇
陽
町
　
四
時
間
九
分
六

秒□
二
位
　
阿
蘇
町
　
四
時
間
十

一
分
五

十
六
秒

□
三
位

　
一
の
宮
町
　
四
時
間
十
五

分
二
十

一
秒

監
　
　
　
督
　
飯
千
　
純
男

マ
子
Ｌ
ジ
ヤ
ー

津
留
　
明
義

◆
前
半
の
部

一
区
　
野
尻
計
介
　
二
区
　
竹
内
辰
三

二
区
　
山
崎
淳
一
一　
四
区
　
佐
藤
修

一

（区
間
賞
）

五
区
　
楢
木
野
秀
徳

六
区
　
甲
斐
裕
輔
　
七
区
　
野
尻
英

樹◆
後
半
の
部

一
区
　
本
田
尚
一
一　
二
区
　
森
田
あ

ず
さ

（区
間
賞
）

一二
区
　
本
川
雄
士

四
区
　
津
留
　
誠
　
五
区
　
三
船
圭

一

六
区
　
本
多
隆
洋
　
七
区
　
吉
良
友
美

（区
間
賞
）

八
区
　
山
村
裕
史

◆
補
　
　
員

牛
嶋
孝

一
郎
　
山
王
康
弘
　
住
吉
昭

則
　
本
川
宰
　
宇
藤
康
博
　
後
藤
美

和
　
森
田
ち
ひ
ろ
　
土
居
俊
成
　
工

藤
孝
広

お
と
し
よ
り
と
の
集
い
開
催
　
　
狗

伝
承
遊
び

・
伝
統
文
化
を
体
験

十
月
二
十
二
日

（水
）
上
色
見
小
学
校
（東
貞
幸
校
長
）
で

「お
と
し
よ

り
と
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
ま
せ
、
お
年
寄
り
に
は
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
も
ら
い
伝
承
遊
び
や
伝
承
文
化
を
残
そ
う
と
行
な
わ

れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
根
子
岳
会
、
和
楽
会
の
老
人
会
四
十
名

の
み
な
さ
ん
は
低
学
年
の
児
童
に
は
、
お
手
玉
や
竹
馬
、
竹
と
ん
ぼ
、
草

笛
、
お
は
じ
き
な
ど
の
遊
び
を
教
え
た
り
、
高
学
年
の
児
童
に
は
、
縄
な

い
、
ぞ
う
り
作
り
、
お
手
玉
作
り
、
竹
馬
作
り
な
ど
制
作
活
動
を

一
緒
に

行
い
ま
し
た
。

日
頃
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
も
、
お
年

寄
り
の
見
事
な
手
さ
ば
き
に
は
感
動
。
最
初
は
を
恐
る
恐
る
習
い
な
が
ら

遊
ん
だ
り
作

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
が
経
つ
に
つ
れ

「お
も
し
ろ

い
。
お
も
し
ろ
い
。
」
と
元
気
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
を
大
事
に
す
る
心
も
い
つ
ま
で
も
大
切
に
。

■
８
０
２
０
運
動
受
賞
者

（八
十
歳
で
自
分
の
歯
が
二
十
本
以
上
。前
年

ま
で
の
被
表
彰
者
を
除
く
。）

後
藤
伍

一
、
住
吉
ト
サ
、
吉
良
多
代
子
、
工

藤
ミ
ヤ

■
優
良
献
血
受
賞
者

（三
十
回
以
上
。
前
年
ま
で
の
該
当
者
を
除

く
。
数
字
は
献
血
回
数
）

田
上
浩
尚

（‐５６
）、
馬
原
清
子

（７３
）
、
田
上

員

一
（７０
）
、
字́
藤
晴
幸

（７０
）
、
加
藤
五
雄

（５０
）
、
吉
良
裕
子

（５０
）
、
石
田
厚
雄

（５０
）
、

野
脇
貞
夫

（５０
）
、
自
石

一
弘

（５０
）
、
大
塚

一
行

（３１
）
、
岩
下
雅
広

（３１
）
、
桐
原
七
郎

（３０
）
、
山
村
千
代

（３０
）

■
優
良
献
血
団
体
受
賞
者

（優
良
団
体
）

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校

■
在
宅
介
護
受
賞
者

熊
本
県
老
人
介
護
者
表
彰

（在
宅
介
護
五
年
以
上
。介
護
者
名
を
掲
載
）

住
吉
直
至
、
児
玉
カ
チ
子
、
安
方
廣
光

高
森
町
老
人
介
護
者
表
彰

（在
宅
介
護

一
年
以
上
。
介
護
者
名
を
掲
載
）

住
吉
直
至
、
荒
牧
善
晴
、
安
方
廣
光
、
内
山

ツ
、
西
脇
正
隆
、
本
田
義
盛
、
児
玉
カ
チ

、
古
澤
オ
キ
ヨ
、
池
田
忠
臣
、
岩
下
貴
美

、
住
吉
霊
古
、
佐
藤
洋

一
郎
、
吉
良
山
昭

■
福
祉
事
業
功
労
受
賞
者

馬
原
清
子
（町
敬
老
会
で
の
、
「幸
福
亀
」
無

料
贈
呈
）

福
永
紘
喜

（町
敬
老
会
で
の
、
無
料
写
真
撮

影
）
高
森
町
理
容
組
合

（施
設
入
所
者
の
無
料

散
髪
）

、  世
‐

●  ●

環境問題を取り上げた高森中の展示むし歯ゼロい い
おじいちゃんやおばあちゃんと一緒で楽しい一日でした。

代 子 子 ミ

高森寮短期入所(ショートステイ)の御案内

1,次のような場合短期入所 (シ ョー トステイ)さ れてはいか
がですか ?

心身障害者の介護をされている保護者が家族の疾病、冠婚葬

祭、旅行又は突発的要件等で家を空けることができずお困りの

ところはお気軽にご相談下さい。

2,入所の手続きは本来保護者が町村役場福祉担当へ施設入所
申し込みをしなければなりません。しか し手続きが面倒 (複

雑)で利用されないのが実情だと思います。手続きのお手伝い

もいたします。

3,短期入所の期間は 1日 から7日 となっています。
4,施設を見学してみませんか。
障害者を施設にあづけることは保護者障害者にとって不安と心

配でいっぱいかと思います。障害者、保護者は自分たちだけと

思わないで下さい。周囲には皆さんと同じ境遇の人がいます。

障害者の将来の生活設計又幸福の道を見きわめ、それぞれの悩

みから一歩踏み出して下さい。不安を解消するためにも施設の

現状を知っていただき、我が家での生活と比較されることも一

つの方法だと思います。障害者、保護者同伴での日帰 り、一泊

の研修もできます。

5,高森寮の状況
男女各 25名計 50名 の知的障害を持った方々が自由に伸び伸
びと生活をされています。障害者と保護者は、一生連れ添うこ

とはできません。短期入所について、遠慮なくご相談下さい。

6,連絡先
〒869-1603 高森町大字色見822
社会福祉法人高森寮 TEL2-1780 FAX2-2368

地域や学校・園・スポーツ大会などの楽しい話題や催しの情報・報告をお寄せください。 (広報たかもり)(5)

い` い

・
４
　
，
一
ス

゛

】
ｉ
に

贅
“

ホ
林

“
“
林
贅
本
人
蔵

い

圏

`1

子1彎|

■

I鰤 酬
_̈    ._...._._.■

||

_..._ ・ .|■
|■・

臨‐ ｀

]1

Ｊ

冒
Ｆ
ト
ト

選
撃

団

紹

介

Ｌ
文

「́

鰊

，
”
，
へ
い

Ｌ
鮮

繹1覇

・ミ

Ｊ
一鸞



この社会 あなたの税が生きている

もうすぐ申告

間違えやすい要点をチェック !

農業申告決算書

痣回保
と
書
人
医
療
は
助
け
含
い

人
間
ド
ツ
ク
の
追
加
申
込
み
を

お
受
け
し
ま
す

希
望
者
は
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

病
気
の
早
期
発
見

・
早
期
治
療
は

医
療
費
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す

二
、
募
集
人
員

三
、
受
診
期
間

四
、
検
査
機
関

国
民
健
康
保
険
で
は
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
も
百
名
の
方
を
限
度
と
し
て
受
付
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
分
と
し
て
三
十
名
程
度
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
、

ド
ッ
ク
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

一
、
資
　
　
格

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
平
成
九
年
四
月

一
日

現

在
満
三
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
方

三
十
名

（定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
し
ま
す
。
）

平
成
十
年
二
月
末
日
ま
で

①
自
赤
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

②
熊
本
県
成
人
病
予
防
協
会
健
診
セ
ン
タ
ー

五
、
検
査
費
用
　
◆
日
赤
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

◇

一
泊
二
日
標
準
コ
ー
ス
六
万
円
　
（消
費
税
除
く
）

◇
日
帰
り
標
準
コ
ー
ス
三
万
八
千
円

（　
〃
　
）

◆
成
人
病
予
防
協
会

（送
迎
が
あ
り
ま
す
）

◇

一
泊
二
日
標
準
コ
ー
ス
五
万
八
千
円
（消
費
税
除
く
）

◇
日
帰
り
標
準
コ
ー
ス
　
三
万
五
千
円

（　
〃
　
）

六
、
補
助
割
合
は
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
七
割
を
国
民
健
康
保
険
よ
り
助
成

い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
消
費
税
に
つ
い
て
は
、受
診
者
の
負
担
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
‥
・

高
森
町
役
場

・
税
務
課

・
国
民
健
康
保
険
係

２

・
１
１
１
１
　
内
線
１
５
２
番
ま
で
ど
う
ぞ
。
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町
合
併
記
念
事
業
の
最
後
を
飾
り
、
十

一
月
二
十
三
日

（日
）

午
前
十
時
か
ら
、
町
内
各
地
か
ら
千
六
百
人
も
の
参
加
者
を
集
　
⑥

め
て
町
民
体
育
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
種
目
は
、
大
玉
リ
レ
ー
や
ム
カ
デ
競
争
な
ど
の
町
民
体

育
館
で
の
室
内
競
技
が
可
能
な
も
の
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
駐
在
区
対
抗
の
男
女
十
五
人
リ
レ
ー
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

変
わ
ら
な
い
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
場
内
は
大
歓
声
が
巻
き

起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
合
併
四
十
周
年
と
町
民
体
育
館
落
成
、
町
民
体
育

祭
を
祝

っ
て
特
別
に
熊
本
工
業
高
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に

マ
ー
チ
ン
グ
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
演
奏

と
演
技
に
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
も
町
の
体
育
指
導
員
、
体
育
協
会
の
皆
さ
ん
や

た
く
さ
ん
の

一
般
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
大

会
は
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。
各
方
面
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
■
■
■
遍
圏
遷
目
目
■
ロ

科    目 検 討    事    項

販 売 金 額

1概算払金は計上してありますか。

2農協等の預金振込や入金の処理は正しくされてますか。

3売掛金は正しく計上されてますか。
4共販以外の庭先・市場販売等の計上漏れはありませんか。
5雑収入は計上してありますか。 (含消費税 )

家事消費金額

事 業消費金額

1期首の棚卸品の消費が漏れてませんか。本年生産物の数量・家事消費単価は正しいですか。

2現物で経費等を支払つた農産物は計上されてますか。
3生産した農産物の家事・事業消費は計上されてますか。
4自家用そ菜は計上されてますか。

雑  収  入

1農産物の被害等による共済金・リベート・事業分量分配金、各種補填金等の収入が漏れて

いませんか。

2国からの新生産調整推進助成金は含まれていませんか。
3事業用資金の利子が含まれていませんか。
4土地や建物の売買代金や貸付料が含まれてませんか。

農 産 物 の

棚 卸 高
期首 前年の期末棚卸高と一致してますか。

期末 1数量・単価は正しいですか。

2期首数量十生産数量―家事・事業消費数量=期末棚卸数量になりましたか。

計 記載漏れ・計算誤りがないか再度検討しましたか。

租 税 公 課 1家事費である所得税・住民税・健康保険税等の税金が含まれていませんか。

2固定資産税のうち家事分のあん分計算は適正になされてますか。

種  苗  費 育成費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

素  畜  費 同 上

肥  料  費 返品等の処理は正しくしてありますか。

飼  料  費 育成費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

農  具  費 1個又は 1組の取得価格が20万円以上のものが含まれていませんか。
農 薬 衛 生 費 返品等の処理は正しくしてありますか。

町連合婦人会のマスゲーム。ビシッと決まりました。□懸醸醸繭饉艤鑽鐵臼■自■■■
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じ社会 あなたの税が生きて

税0
TAX INFORMAT10撻

来
月
か
ら
　
税
の
申
告

さ
あ
　
申
告
準
備
を
始
め
ま
し
よ
う

税
の
申
告

（納
税
相
談
）
の
日
程
表
は
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す

今
年
も
税
の
申
告
時
期
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
中

（平
成
九

年

一
月

一
日
か
ら
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
）
の
収
入
に
よ
る
所
得
税
、
贈
与
税
な

ど
の
国
税
と
、
県
民
税
、
町
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
の
申
告
を
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
　

こ
れ
ら
の
申
告
は

一
括
で
行

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

所
得
金
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
　

申
告
を
さ
れ
な
い
と
所
得

証
明
や
扶
養
証
明
が
発
行
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
税
の
控
除
が

み
と
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
申
告
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

税
の
申
告
が
必
要
な
方

▼
農
業
や
商
店
な
ど
の
自
営
業
の
方
　
▼
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者
　
▼
年
金
、

不
動
産
所
得
、
利
子
、
配
当
な
ど
が
あ
る
方
　
▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
、
賞
与
外

収
入
が
あ
る
方
　
▼
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
今
年

一
月

一
日
現
在
で
就
職
し
て
い
な

い
方
　
▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
　
▼
国
民
健
康
保
険
世

帯
の
方
は
収
入
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
所
得
税
は
、

毎
月
の
給
与
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
、
そ
の
年
最
後
の
給
与
や

賞
与

の
支
払

い
時

に
行
わ
れ
る

「年
末
調
整
」
に
よ

っ
て
精
算
さ

れ
ま
す

の
で
、
大
部
分
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
あ
ら
た
め
て

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
①
給
与
の
収
入
が
二
千

万
円
を
超
え
る
方
、
②
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
金
額
の

合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
方
、

③
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
④
風
水
害

な
ど
の
災
害
に
あ
わ
れ
た
方
、⑤
多

額
の
医
療
費
を
払
わ
れ
た
方
、
⑥

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築

（購
入
）
し

た
り
、
増
改
築
を
さ
れ
た
方
な
ど

は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

記
帳
や
決
算
、
税
申
告
、
青
色

申
告
に
関
す
る
お
た
ず
ね
は
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

阿

蘇

税

務

署

広報

電
話
0
9
6
7

2
2

0
5
5
1

臨 爾
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不明な点や詳しいことは・・ 。税務課 。課税係

まで、お気軽にどうぞ。 2… 1111内線 138番チエックシート

瘍握
理
コ

円内は入賞者の皆さん。

町合併40周年と町民体育館落成、そして町民体育祭を祝つてマスゲームに来町いただいた
熊工吹奏楽部の皆さん。本当にありがとうございました。

薔
圏
錮目

科 検    言寸   事 項

諸 材 料 費 返品等の処理は正しくしてありますか。

修  繕  費 増築・拡張 `用途変更のための模様替等のいわゆる資本的支出分は差し引きましたか。

ただし20万円未満は必要経費です。動力・光熱費、家事分は含まれていませんか。
作 業 衣 料 費 上同

農 業 共 済 掛 金 生命共済掛金と住宅に係る建物更生共済の掛金が含まれていませんか。確定申告書の所得

控除欄で別途控除します。

減 価 償 却 費 耐用年数を経過した資産はありませんか。正しく計算されていますか。

荷造運賃手数料 収入金を手数料差引で計上している方は、その手数料は計上できません。

できるだけ総額主義で計上してください。

雇  人  費 雇われた方の住所・氏名又は領収証はありますか。また、源泉所得税がかかる人はいませんか。

利 子 割 引 料 1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2返済の元金は含まれていませんか。
地 代・賃 僣 料 1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2現物で支払つた方は収入金の事業消費金額に計上されてますか。

土 地 改 良 費 永久資産の取得に対応する部分の除外は適正になされていますか。

そ  の  他 1前払・未払の計算は適正になされていますか。

2接待交際費の家事分 (冠婚葬祭等)は含まれていませんか。
農産物以外の

棚 卸 高
期首 前年の期末の棚卸高と一致してますか。

期末 数量・単価は正しいでしようか。

経費から差引く

牛馬・果樹等の

育 成 費 用

育成している果樹・畜産等の本年取得費 (種苗費・種付費・素畜費)と育成費用

(定植費・肥料費・農薬費・飼料費)が計上されていますか。(成熟時の時価では計上できません)

専 従 者 給 与 源泉徴収は正しく行われていますか。

青色 申告控除 最高 10万円です。複式簿記で賞借対照表を提出する人は最高 35万円です。控除は不動産所得
のある人は不動産所得から控除します。
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ピアノ連弾の二子石貴

子さんと一宮貴乃さん

(高森高校 2年 )
「

(単位円)

国民健康保険     歳入  878,229,910
歳出 736,766,858

簡易水道事業     歳入  245,840,552
歳出 235,900,942

住宅新築資金等貸付金 歳入  11,028,140
歳出  11,012,557

老 人 保 ′健       歳入  973,281,670
歳出  973,048,065

誘致工業用地取得及び用地造成事業

歳入    6,4491055
歳出   457,344

鉄道経営対策事業基金 歳入  16,4241451
歳出  16,424,451

農業用水供給事業   歳入  28,212,072
歳出  17,863,196

税収入の項目別内訳

積立金

314,090千円(6.1)

531

過去5年間の税収入の推移 (単位千円)

479,983 514,941  509,565
530,284 536,265

開会宣言も行つた高森幼稚園の元気な器楽合奏。

きれいなリコー 縦笛 の音色が町民体育

イラスト/高崎康誌

毎年、ほほえましい親子コーラスを披露している高森保育園。
お口が大きく開いています。

その他(繰出金、維持補修等)
309,481千円(6.0)

5億

――――-4億
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たばこ税
30,934千 円(58)

軽自動車税
4,367円

4   5   6
-世帯当たりの納税額 (2,577世帯 )

軽自動車税
11.254千 円 (2.1)

入 湯 税

2,669千 円(0.5)

3億

2億

-1億  ● ●

に響いた色見小

たばこ税
12,003円

固定資産税
111,097円

町 民 税
79,592円
●

釉

の器楽合奏。

今年の司会は岩下昭久委員長と清和文楽復

興面での大夫 (語り)と三昧線指導や、風
鎮祭総踊り指導などでまちおこしに頑張つ

ている山田安代さん (昭和)

きびけ阿警め野に

7  8年 度

きれいな音色でオリーブの首飾りを演奏した高森小音楽部。 上色見小の器楽合奏。毎年リズム感と音楽性あふれる演奏を披露。

車 両

(D
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基
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2,936,875千 円

有価証券出資金

―
～

147,925千円
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］
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秋
の
夜
長
の
音
楽
鑑
賞
。
あ
る
時
は

物
思
い
に
ふ
け
り
な
が
ら
、
心
安
ら
ぐ

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
心
を
歌
い
上
げ
る
メ
ロ

デ
イ
ー
の
と
り
こ
と
な
り
、
ま
た
あ
る

時
は
何
も
考
え
ず
た
だ
ジ
ツ
と
ビ
ー
ト

の
利

い
た
リ
ズ
ム
に
身
体
を
揺
ら

す
‥
。そ
ん
な
秋
の
夜
長
の
音
楽
鑑
賞

会

・
…

十

一
月
二
十
日
午
後
五
時
か

ら
第
二
十
回
を
数
え
る

「た
か
も
り
町

民
音
楽
祭
」
（岩
下
昭
久
実
行
委
員
長
）
が

町
民
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
出
演
者
は
九
団
体
、
二
個

人
。
そ
れ
ぞ
れ
に
日
頃
の
熱
心
な
練

習
成
果
を
披
露
し
、
ま
た
、
特
別
グ
ス

ト
と
し
て
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
テ

デ
イ
ー
池
谷
さ
ん
と
、
町
出
身
の
ポ

ピ

ュ
ラ
ー
歌
手
工
藤
栄
子
さ
ん

（旭

通
）
が
熱
演
し
て
、
場
内
か
ら
大
き
な

拍
手
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
時
間
の
都
合
上
、
社
会
人

団
体
は
裏
方
の
み
の
ス
タ

ッ
フ
で
頑

張
り
、
例
年
と
同
じ
く
た
く
さ
ん
の

中
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も
あ
り
ま

し
た
。

,980千 円(7.9)

費等

普通建設事業費

1,584,931千 円(30.5)

↓
ｌ

〓
〓
ロ

51億8787万 6千円

△
Eコ

,444千円(12.

人件費

1,023,891千円(19.7)

△
=エロ lEコ

536,265
千万

205,1

(38.2)

町民税
286,299二 F円

(53.4)

(17) (8)
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平成 8年度決算報告ビ
ア
ノ
演
奏
の
荒
牧
愛
さ
ん
（高
森
高
校
３
年
）

53億1610万7干円
51億8787万6千円

質

12月 の第4回町議会定例会で平成8年度の一般会計と各特別会計の決算が認定されました。 一般会計と
3つの特別会計 (住宅新築資金等貸付金、鉄道経営対策事業基金、農業用水供給事業)による普通会計は、歳
入額 53億 1610万 7千円に対し、歳出額は 51億 8787万 6千円で、前年度と比較して歳入歳出とも-2.7
%でそれぞれ前年度の伸び率を下回り、これを平成 7年度決算の対前年度伸び率 (歳入-10.1%、 歳出-10.3
%)と比べると、歳入 7.4、 歳出 7.6ポイントそれぞれ上回つています。 これを決算収支面で見てみます
と、「実質収支」は前年度に引き続き黒字ですが、黒字額は 116,015千 円で前年度(130,806千 円の黒字)
より 14,791千円減少しています。「単年度収支」は、14,791千円の赤字 (前年度8,653千円の黒字)。 「実
質単年度収支」は、基金積立等により71.638千円の黒字 (前年度 156,249千円黒字)となつています。
町では皆さんが納められた税金や、国からの地方交付税などを財源にして、地域の活性化や住民福祉の向上を

めざして色々な事業をすすめてきました。

使用料及び手数料 衛生費

イ

ひびけ阿蘇の野に

県の吹奏楽コンクールなどで素晴らしい成績を残して
いる高森中吹奏楽部。

メンバー不足

校吹奏楽部。素晴らしいジヤズを聴かせた。

バ ー つ

●  ●

●  ●

県支出金

271,548,917円
(5.16%)

187 消防費
163,061,290円
(3.17%)

220,018,038円
(4.28%)

その他

205,483,322円
(3.99%)

グラフの「その他」の内訳
100,878,649円 (
80,677,938円 (
23,926,735円 (046)

0円 (00)
205,483,322円 (399)

中̈
幸申解籐計

歳
議
商
贈
予

地

分
自
財
ゴ

諸
利
交

特
寄

自
分
た
ち

の
こ
と
は
自
分
た

ち

で
‥
・

手
作
り
音
楽
祭
の
意
義

こ
の
町
民
音
楽
祭
は
第

一
回
の
馬
原

敬
二
前
実
行
委
員
長
時
代
か
ら

「自

分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
は
自
分
た
ち

で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
　
行
政
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
所
は
も
ち
ろ
ん
手
助
け
を
得
な

が
ら
で
す
が
、
企
画
構
成
か
ら
準
備
、

実
行
、
音
響
、
照
明
、
後
片
付
け
ま
で
、

民
間
主
体
に
よ
る

「出
演
者
イ
コ
ー
ル

ス
タ
ッ
フ
」
と
い
う
精
神
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
今
年
、
二
十
周
年
を
迎
え
る

ほ
ど
に
成
長
し
ま
し
た
。

苦
し
い
実
状
も
あ
る
が
　
こ
れ
も

手
作
り
の
良
さ
　
ま
ち
の
誇
り
に

思
い
た
い

こ
れ
ま
で
、
実
行
委
員
会
と

一
般
の

協
力
者
、
出
演
団
体
の
盛
り
上
が
り
で

出
演
者
数
も
増
え
て
大
規
模
の
音
楽
会

に
な
り
、
県
内
で
も
貴
重
な
文
化
活
動

に
な
っ
た
と
は
言
え
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
は
色
々
な
悩
み
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
実
行
委
員
会
の
皆

さ
ん
か
ら
は

「出
演
者
イ

コ
ー
ル
ス

タ
ッ
フ
は
当
然
だ
が
、
演
奏
と
準
備
の

両
方
が
不
十
分
に
な
る
と
も
言
え
る
」

「出
演
者
の
演
奏
時
間
を
多
く
し
た
い

が
、
観
客
の
皆
さ
ん
の
立
場
か
ら
三
時

間
が
限
度
。
ど
う
し
て
も
持
ち
時
間
が

少
な
く
な
る
」
「静
か
に
演
奏
に
耳
を

傾
け
、
フ
イ
ナ
ー
レ
ま
で
聞
い
て
い

た
だ
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
出
演
者
も
、

聴
く
人
の
心
を
惹
き
付
け
る
技
術
面
で

の
努
力
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
が
」
な
　
（Ｍ
一

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

歳入円グラフの「その他」の内訳

繰越金

20%)

その他
296,936,273円
(5.64%)

102,632,000円
72,859,719円
39,985,000円
39,900,135円
20,957,041円
11,103,378円
6,900,000円
1,615,000円
919,000円
65,000Fl

296,936,273円 (5.64)

方  譲  与
担 金 及 び 負 担
動 車 取 得 税 交 付
産   収

ル フ場 利 用 税 交 付
1又

子 害」 交  付
通安全対策特別交付
別 地 方 消 費 税 交 付

付
言十

税
金
金

入
金

入
金
金
金
金

1.9
1.5
6)
7)

ゲストコーナー

テディー池谷・工藤栄子

ジョイントロコンサート

1956年 、新進ジヤズピアニス トとして

華々しくデビユーし 1961年にクールラ
ティーノスを結成。クラリネットの北村栄

治や ドラムのジヨージ川口らとの共演な

ど、ラテンからスウイング、モダンジャズ

に至るまで幅広く活躍。 1971年 、日本
を代表するラテンのビツグバ ン ド「東京

キユーバンポーイズ」にコンサー トマス

ター・アレンジヤー・スタープレイヤーと

して迎えられ数多くのアルバムも残す。

磨きぬかれたテクニック、そして華麗で

魂のこもつた音色は、本場のキユーバでも

絶賛を博 し、今日まで 「マエス ト回・テ

デイ…・日本のカーメン キャバ レ回」と呼

ばれ、ビアノの詩人の名にふさわしい活躍

を続けてしヽる。

高森中学校 2年の時、日本民謡大賞・県大

会ジユニア部門で優勝。信愛女学院高校を

卒業後、歌手になるため上京し音楽専門学

校に入学して音楽全般を勉強。

その才能が認められ、NHK番 組「みんな
のうた」に登場後コマ~ンヤルソング中心
に活動して、ハウスパーモン トカレー、サッ

ポロ ドラフテイービールなど多数のコマー

シャルソングや NHK・ BSアニメ「白鯨伝
説」のエンディングテーマを歌つて、ンング

ル CDも リリース。
昨年から都内のクラブでライブ活動も本

格化 して歌手としての幅を広げ、アジア系

の音楽を取り入れた彼女独特の音楽を創り

上げたいと意欲満々。その活躍が期待され

ている。

▲
■
■
ワ

▲
■
■
▼

,683

351,522,
68%)

千円

5,262,233

歳 入

(10

町税
536,265,505円

地方交付税
2,339,009,000円
(44.45%)

,000円
05%)

町債

897,400,
(17.|

一　
般

〈
〓
　
計

総務費
1,146,288,143円
(22.28%)

教育費

794,591,271円
(15.45%)

千円

5,144,210

歳  出
土木費

757,576,021円
(14.73%)

(12.46%)

公債費

640,976,575円
民生費
804,656,799円
(15.64%)

(16)
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三一一霧
薔
・壕
看

フ
ィ
ナ
■
レ
は
テ
デ
イ
ー
さ
ん
、
工
藤
出不
子

さ
ん
、
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
の

「は
な
し
の
ぶ

コ
ー
ラ
ス
」や
高
森
沖

‐
学
校
三
年
生
全
員
な
ど

が

「花
」
と
■
四
季
の
歌
」
を
会
場
内
の
皆
さ

ん
と

一
緒
に
大
〈
口
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平成9年

第4里]足例会
議
決
さ
れ
た
+、
ごD
■
lに ,

な
■
0
の

□
身
体
障
害
者
福
祉
年
金
支
給
に

関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

近
隣
町
村
と
の
均
衡
を
図
る
た

め
の
改
正
で
、　
一
級
か
ら
三
級
及

び
Ａ
ｌ
か
ら
Ａ
２
ま
で
三
千
円
を

五
千
円
へ
、
四
級
か
ら
六
級
及
び

Ｂ
ｌ
か
ら
Ｂ
２
ま
で
二
千
円
を
四

千
円
へ
の
支
給
額
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

（平
成
十
年
四
月

一

日
施
行
）

□
特
定
公
共
賃
貨
住
宅
条
例
の
制

定
中
堅
所
得
者
を
対
象
と
し
た
条

例
の
制
定
で
あ
リ
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
、
月
額
二
十
万
円
か
ら
六

十
万
千
円
以
内
の
収
入
が
あ
る
方

で
も
入
居
で
き
、
家
賃
は
日
本
た

ば
こ
産
業
株
式
会
社
な
ど
か
ら
譲

12月 9日

～12日

し1́
″

伝承行事を公開

り
受
け
た
住
宅
等
で
月
額
三
万
八

千
円
か
ら
最
低
五
千
百
円
と
す
る

も
の
で
現
在
の
入
居
者
に
つ
い
て

は
現
行
通
り
と
な
り
ま
す
。

□
町
営
住
宅
条
例

一
部
改
正

中
堅
所
得
者
を
対
象
と
し
た
公

営
住
宅
法
で
建
設
さ
れ
な
か
っ
た

住
宅
を
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
移

行
す
る
た
め
の
条
文
改
正
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

□
平
成
八
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

一
般
会
計
　
歳
入
合
計
　
五
十

二
億
六
千
二
百
二
十
三
万
三
千
九

百
五
十
円
　
歳
出
合
計
　
五
十

一

億
四
千
四
百
二
十

一
万
四
百
五
十

五
円
等
の
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（十
六

・
十
七
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

□

一
般
会
計
補
正
予
算

公
債
費
と
し
て
、
県
等
の
貸
付

金
の
償
還
に
七
千
四
百
八
十
五
万

六
千
円
、
災
害
復
旧
費
と
し
て
農

地

・
施
設
の
復
旧
に

一
千
六
十
万

九
千
円
、
土
木
費
と
し
て
、
単
県

道
路
改
良
事
業
負
担
金
に
六
百
三

十
五
万
五
千
円
の
補
正
な
ど
、
他

の
経
常
経
費
と
の
増
減
に
よ
り
、

総
額

一
億
二
千
百
三
十
四
万
四
千

円
を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
が
五

十
五
億
四
千
三
百
二
十
四
万
五
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

□
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算保
険
給
付
費
と
し
て
二
千
百
二

十
万
円
、
予
備
費
の
減
額
に

一
千

四
百
六
十
七
万
四
千
円
な
ど
、
経

常
的
経
費
の
増
減
に
よ
り
総
額
五

百
九
十
八
万
四
千
円
を
追
加
し

て
、
総
予
算
が
八
億
七
千
七
百
五

十
七
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

□
誘
致
工
業
用
地
取
得
及
び
用
地

造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

工
業

団

地

の
最
終

区

画
を

（株
）
伊
澤
製
作
所
に
売
り
払
う

た
め
の
団
地
内
道
路
舗
装
工
事
や

売
り
払
い
代
金
の

一
般
会
計

へ
の

繰
出
金
に
二
千
七
百
四
十
二
万

一

千
円
を
追
加
し
、
総
予
算
が
三
千

三
百
三
十
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

□
町
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

国
道
二
六
五
号
線
よ
り
山
村
広

場
入
日
か
ら
高
森
温
泉
館
ま
で
の

路
線
が
町
道
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

□

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

国
の
法
改
正
に
よ
る
条
例
の

一

部
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

高森 風鎮太鼓保存会

●  ●

●  ●
十

一
月
二
十

一
日
金
曜
日
、
真
新
し
い
町
民
体
育
館
で
第

二
回
目
の
　
Ｏ

「伝
統
芸
能
公
開
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

こ
れ
は
、
町
内
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
伝
統
芸
能
や
伝

承
行
事
を
堀
り
起
こ
し
広
く
知
ら
し
め
な
が
ら
、
永
遠
に
伝
え
、
受
け
継

ぐ
重
要
性
を
み
ん
な
で
認
識
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
高
森
町
伝
統
芸
能

連
絡
協
議
会

（本
田
研

一
会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
出
演
者
は
十

一
団
体
、
約
二
百
名
。
町
民
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

内
に
は
笛
や
太
鼓
が
鳴
り
響
き
、
出
演
者
は
神
楽
、
巫
女
舞
、
獅
子
舞
な

ど
に
声
を
か
ら
し
、
汗
を
流
し
て
大
熱
演
。
聴
衆
の
皆
さ
ん
は
素
晴
ら
し

い
伝
統
芸
能
の
数
々
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
劉
副
君
さ
ん
が
、
代
表
的
な
中
国
の
歌

「草

原
の
情
話
」
な
ど
を
胡
弓
で
演
奏
し
て
、
聴
衆
の
皆
さ
ん
は
ウ
ッ
ト
リ
。
そ

の
素
朴
で
き
れ
い
な
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

上色見熊野座神社 御輿唄

県無形民俗文化財 峰の宿ばんば踊リ

踊り手不足で平成元年頃からしばらく体止状態だつたこの踊りは、昨年

から大字中・矢津田全体 (草北交友会)で大切に守られることになつた。
ハッピなど衣装も新調して誇らしく堂々と舞われた。

目
Ｍ団
□
Ｈ■

地
震
対
策

と

っ
さ
の
行
動
が
生
死
を
分
け
る

グ
ラ
ツ
と
来
た
と
き
の
行
動
は

一
般
的
に
知
ら
れ

て
い
る
常
識
は

「グ
ラ
ツ
と
き
た
ら
人
の
始
末
」
。
揺

れ
を
感
じ
た
瞬
間
に
大
を
止
め
る
こ
と

は
、
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
危
険
か
ら
身

を
守
る
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
場
合
に
こ
れ
を

守
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
阪
神
大
震

災
の
時
に
は

「グ

ラ

ツ
」
で
は
な
く

「ド
ー
ン
」
と
き
た
と
被
災
者
は
語

っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
直
下
型
の
大
地

震
、
し
か
も
震
度
七
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
、
揺
れ
の
当
初
に
は
行
動
の
自
由
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
大
地
震
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
せ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
人
の
始
末

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ま
ず
最
初
に
す
べ
き
は

「自
分
の
安
全
確
保
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

当
初
の
揺
れ
が
収
ま
る
三
十
か
ら
六
十
秒
の
間
は
、
そ
れ
以
外
の
行
動
は

「
で
き
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
や
す
い
頭
部
な
ど
体
を
カ
バ
ー
し
、
落
下
物
や
倒
れ
て
く
る
家
具
か
ら
身

を
守
り
ま
し
よ
う
。
家
族
な
ど
周
り
の
人
と
も
声
を
か
け
合
い
、
テ
ー
ブ
ル
や

机
の
下
な
ど
に
避
難
し
、
大
き
な
揺
れ
の
間
は
安
全
と
、
そ
し
て
冷
静
さ
を
確

保
す
る
こ
と
で
す
。

体
の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、
窓
や
ド
ア
を
空
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
さ
ら
に

い
い
で
し
よ
う
。
地
震
に
よ

っ
て
変
形
し
開
か
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
揺
れ
の
程
度
に
よ
り
ま
す
。
落
下
物
の
あ
る

う
ち
に
動
く
の
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。

大
き
な
揺
れ
が
収
ま

つ
た
ら
、
直
ち
に
人
の
始
末
、
す
べ
て
の
人
と
ガ
ス
の

元
栓
を
止
め
ま
す
。

阿
蘇
広
域
行
政
消
防
本
部

南
部
分
署
　
ＴＥＬ
２

・
９
０
３
４

消防署だより
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人の始末、ドアを開ける、優先順位は,
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児童福祉法の一部改正 (平成10年度より)

○市町村の措置により保育所に入所する仕組みを、保護者が希望する保育所を選択

する仕組みに改めます。また、一度入所の承諾を受けると就学前までの期間は、

入所申込の手続きは不要となります。

○保護者の保育所の選択に役立てるため、保育所の情報公開をします。

○保育料の負担方法を改め、児童の年齢に応じた保育サービスの費用に基づき、家

計への影響も考慮した負担方式にし、将来的には一本化にします。

○すべての保育所が地域の人々の子育て相談などにも、応じるようにします。

法改正の概要

☆
特
に
三
歳
ま
で
の
間
は
、
子
ど
も
に
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
で
愛
情
を
注
ぎ
、
適
正
、
的
確
な
し
つ
け
を
し
ま
し
よ
う
。

☆
時
間
は
短
く
て
も
子
ど
も
と
の
対
話
を
欠
か
さ
ず
続
け
ま
し
よ
う
。

町
で
は
平
成
十
年
度
の
保
育
園
の
入
園
申
込
受
付
を
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

申
込
に
は
次
の
証
明
書
や
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。
申
込
み
は
児
童

一
人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
入
園
し
て
い
る
場
合
で
も
、
四
月
か
ら
の
入
園
に
つ
い
て
は
新
規
に
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
園
申
込
が
で
き
る
の
は
つ
・
　

入
園
申
込
に
必
要
な
書
類

保
育
園
の

入
園
受
付
は
じ
め
ま
す

児
童
の
家
庭
の
母
親
が
、
次
の
①

か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
入
園
申
込
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
要
件
に
該
当
し
て
い
て

も
、
母
親
以
外
の
人
が
申
込
児
童
の

家
庭
内
で
保
育
が
で
き
る
場
合
は
申

込
で
き
ま
せ
ん
。

入
園

（所
）
申
込
書
は
役
場
町
民
福

祉
課
窓
口
・草
部
出
張
所

。
野
尻
出
張

所
・各
保
育
園
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
各
書
類
は
入
園
申
込
児
童

一
人

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

①
入
園

（所
）
申
込
書

①
児
童
の
母
親
が
家
庭
の
外
で
働

い
て
い
る
場
合

②
児
童
の
母
親
が
家
庭
で
日
常
の
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

③
児
童
の
母
親
が
出
産
前
後
で

あ
っ
た
り
、
病
気
や
心
身
に
障
害

が
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

④
家
庭
に
病
人
や
心
身
に
障
害
が

あ
る
人
が
い
て
、
母
親
が
そ
の
介

護
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
。

⑤
火
災
や
風
水
害
、
地
震
な
ど
で

家
を
失
っ
た
り
、
家
が
破
損
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
復
旧
期
間
、
保
育
が

で
き
な
い
場
合
。

②
家
庭
内
状
況
申
し
立

て
書

こ
の
書
類
は
各
ご
家
庭
の
家
族
全

員
に
つ
い
て

「働
い
て
い
る
」
「心
身

に
障
害
が
あ
る
」
「心
身
に
障
害
が
あ

る
者
の
介
護

・
看
護
を
し
て
い
る
」
な

ど
の
理
由
で
、
入
園
申
込
を
行
う
児
童

を
日
中
に
面
倒
を
み
る
者
が
誰
も
居

ら
ず
、
家
庭
内
で
の
保
育
が
困
難
で
あ

る

（保
育
に
欠
け
る
）
と
い
う
こ
と
を

申
し
立
て
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

し
た
が

っ
て
こ
の
書
類
に
各
種
の

証
明
を
受
け
た
り
、
証
明
書
の
写
し

を
貼
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
　

詳
し
い
こ
と
は
こ
の
書
類

に
説
明
し
て
あ
り
ま
す
が
、
不
明
な

点
は
担
当
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ

上
色
見
老
人
会
地

つ
き
唄
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胡弓について楽器説明をする劉副君さ

ん。胡弓はスチール製の2弦を馬の尻尾
で作られた弓で摩擦して音を出す。

保育園 (所)入 園 (所)申込 受付日程

上記日程になるべく申込してください。 上記日程に申込できなかつた場合は、
1月 27日 (大 )までに役場、福祉係にて入園申込を受け付けます。

上色見熊野座神社 神楽保存会

県無形民族文化財 尾下菅原神社 獅子舞保存会

ノZう/ノ2崖ウリ篭乃虜己β彗魂昌『 男麦ヨカ1をラ

入
園
申
込
や
保
育
行
政
な
ど
に
つ

い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
‥
・

町
民
福
祉
課

・
福
祉
係
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

２

・
１
１
１
１
　
内
線
１
３
１
番

今
回
の
出
し
物
は

「水
戸
黄
門
」
伝
統

芸
能
公
開
開
催
で
電
気
を
や
ら
な
い
と
妨

害
す
る
悪
者
と
黄
門
様
が

一
悶
着
。

「電

気
は
無
く
と
も
伝
統

（電
灯
）
が
あ
る
か

ら
構
わ
な
い
」
と
話
を
落
と
し
た
。

こ
の
に
わ
か
は
風
鎮
祭
な
ど
で
、
町
の

若
者
グ
ル
ー
プ

「向
上
会
」
が
発
展
さ
せ

て
き
た
も
の
。
こ
れ
が
各
方
面
に
広
が

り
、
十

一
月
十
四
日
の
寧
静
ル
ー
プ
橋
開

通
祝
賀
会
で
も
役
場
職
員
が

「夢
の
架
け

橋
」
と
題
し
た

「
に
わ
か
」
を
披
露
し

て
、
福
島
県
知
事
ら
か
ら
絶
賛
さ
れ
た
。

該 当 保 育 園 受 付 日 受 付 時 間 受 付 会 場

高 森 保 育 園 1月 16日 9時 30分～ 16時 林業総合センター

高森・色見保育園 1月 19日 9時 30分～ 16時 林業総合センター

草 部 保 育 園 1月 20日 9時 30分～ 12時 草 部 出 張 所

草 部 北 部 保 育 園 1月 20日 14時 16時 草 部 北 部 保 育 園

野 尻 保 育 園 1月 22日 10時 12時 野 尻 出 張 所

河 原 保 育 園 1月 22日 14時 16時 河 原 保 育 園

文化活動など、優れた地域活動に

対して宝くじの益金から助成を受け

るコミュニティー事業に町伝統芸能

連絡協議会が選定されました。

議会ではこの助成金で 「峰の

ば踊り」と「高森阿蘇神社神

楽」の衣装、 「上色見熊野座神社」

の締め太鼓 (大太鼓)

町

の整備等を行

る受 す

ん

いま

(14)
高森にわか保存会 高森社中

(11)
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Family
Moral

Education

☆
特
に
三
歳
ま
で
は
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
で
愛
情
を
注
ぎ
、
正
し
い
し
つ
け
を
し
ま
し
よ
う
。

☆
短
く
て
も
、
子
ど
も
と
の
対
話
を
欠
か
さ
ず
続
け
ま
し
よ
う
。

子
育
て
の
大
切
さ

本
当
に
解
っ
て
い
ま
す
か
？

十

一
月
二
十
二
日
の
土
曜
日
、
町
民
体
育
館
で
郡
の
Ｐ
丁
Ａ
連
合
会

（佐
伯
金

也
会
長
）
主
催
に
よ
る
研
修
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

今
年
の
テ
ー
マ
は

「健

康
的
に
子
ど
も
が
お
と
な
に
な
る
た
め
に
」
で
、
心
身
両
面
で
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
親
や
社
会
の
役
割
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
い
う
も
の
で
、

郡
内
か
ら
八
百
人
も
の
保
護
者
、
先
生
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
熊
本
工
業
大
学
の
中
山
義
崇
学
長
に
よ
る
人
体
の
生
理
や
構
造
に

つ
い
て
科
学
的
な
説
明
が
あ
り
、
身
体
に
良
い
も
の
、
悪
い
も
の
の
具
体
的
な
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
で
は
、
元
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ

オ
村
村
長
の
小
松

一
三
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
意
見
発
表
や
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。　
一
日
か
け
て
研
修
は
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
子
育
て

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン

意
見
発
表
か
ら
要
約
編
集

■
栄
養
の
過
多
と
偏
り
は
、
子
ど

も
た
ち
の
身
体
だ
け
で
な
く
、
精

神
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

忙
し
い
ゆ
え
の
親
の
手
抜
き
料

理
や
無
関
心
な
ど
は
、
反
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
な
ぜ
良
い
の
か
、
な
ぜ
悪
い
の

か
を
、
親
は
そ
の
都
度
子
ど
も
に

的
確
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
力

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
非
行
な
ど
、
子
ど
も
の
問
題
は

不
満
や
不
安
が
原
因
に
な

っ
て
い

る
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
心
が
解
る

か
に
か
か
っ
て
お
り
、
子
ど
も
の

不
満
や
不
安
を
如
何
に
解
消
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
何
で
も
子
ど
も
の
言
う
と
お

り
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

■
自
分
よ
り
大
き
く
な

っ
た
子
ど

も
へ
の
対
応
が
わ
か
ら
な
く
な

っ

て
、
次
第
に
心
が
離
れ
て
い
く
の

が
現
状
で
あ
ろ
う
。
親
は
自
信
と

誇
り
を
持
ち
、
仕
事
や
社
会
に
貢

献
す
る
姿
を
子
ど
も
に
見
せ
る
こ

と
が
子
ど
も
の
成
長
に
つ
な
が
る
。

■
自
己
理
論

（理
屈
）
だ
け
で
な
く
、

客
観
的
に
問
題
点
を
つ
か
み
分
析
し
、

そ
し
て
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
。

■
ま
ず
は
親
が
し
つ
け
を
は
じ
め

と
す
る
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
認

識
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

そ
し
て
こ
の
研
修
会
の
成
果
も

家
庭
や
学
校
、
地
域
に
広
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●  ●

●  ●

日進温室組合視察研修の受講生 (11月 6日 )

農業就業人口のうち半数以上は女性です。女性の

農業に果たす役割は大きくなりつつあり、女性担い

手として技術の向上や資質の向上が必要不可欠と

なっています。

こうしたなかで、経営主のパー トナーとして農業

の経営管理能力を高め、国際感覚を持った女性 リー

ダーを養成するため、女性農業士講座を農業改良普

及センターと町が共同で開講しました。

7月から 12月 までの5ヶ月間に講話や視察、申
告関係の演習などの講座が開講され、11月 の講座
では八代市の日進温室組合を視察。キラキラと輝く

農家の女性から農業の経営参画の講話を聞いたり、

最後となった 12月 の講座ではペンションでテーブ
ルマナーの勉強もありました。

本年 4月 に設立された「認定農業者の会」の女性

部がこの講座の受講者。共通の課題に対して助け合

い学び合い、農業の発展をめざします。

パ
ソ
コ
ン
で
農
業
簿
記
研
修

町
で
は
、
わ
が
家
の
農
業
経
営
を
本
人
が
分
析
し
、
経
営
の
見
直
し
と

発
展
に
役
立
た
せ
よ
う
と
農
業
簿
記
セ
ミ
ナ
ー
を
平
成
六
年
度
か
ら
開
講

印

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
は
過
去
三
年
間
の
受
講
者

１６
　
の
内
、
既
に
パ
ソ
コ
ン
を
導
入

。
活
用
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
も
の

明

で
、
十
二
月
十
六
日
、
午
後
七
時
か
ら
も
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

に

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
寄

っ
て
、
農
業
簿
記
研
修
が
草
部
で
行
わ
れ
ま

生

し
た
。

議
　
　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
利
用
に
よ
る
農
業
簿
記
は
も
う
当
た
り
前

の
時
代
。

る
　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
難
し
い
と
考
え
ず
、
ま
ず
は
取
り
組
ん
で
み
る
姿
勢

物

を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

珊

　

記
帳
の
な
い
農
業
は
農
業
経
営
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
今
後
も
す
べ
て
の

引

農
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
農
業
経
営
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
姿
勢
を
持
ち
、

熱

農
業
者
の
意
欲
と
資
質
を
高
め
、
明
確
な
経
営
方
針
を
決
定
で
き
る
能
力

を
高
め
て
、
魅
力
あ
る
農
業
経
営
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

本
年
度
の
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
十
二
月
十
七
日
に
閉
講
し
ま
し
た
。
来

年
度
も
開
講
し
ま
す
の
で
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
か
ぜ
に
効
果
の
あ
る
野
菜
や
果
物

向占鯰坐
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年末の慌ただしさが増してきた 12月 7日 の日曜日、

熊本市下通りのアーケード街で今年も恒例の「阿蘇郡

農業祭」が盛大に開催されました。

これは熊本市に住む阿蘇 12カ町村出身の人たちと、

阿蘇郡町村会が合同で企画実行したもので、各町村と

もアイデアをこらし、産業や観光面の宣伝活動や特産

品の展示即売をしました。 高森町コーナーでも毎年
趣向を凝らし他町村に負けじと、頑張っています。切

り干し大根の実演、自菜、キャベツなどの農産物や、漬

け物、味噌、醤油、手作リハム、か りんとう、クッキー、

いなか鰻頭、羊羹などの特産品を、JA野尻青年部や
奥阿蘇物産館、特産品加エグループゃ生産者の皆さん

が展示、即売して、たくさんの人垣ができていました。

この催しにお世話をいただいたのは、在熊高森会の

みなさん。「この会場で毎年皆さんに会えるのを楽し

みにしています。高森町でも色々と特産品ができてい

ますので、少しでもPRで きればと張り切っていま
す。」と嬉しい言葉をいただきました。

毎年参加していただく在熊高森会の方々が増え、心

強く思えます。今後も「ふるさと。たかもり」をどう

ぞよろしくお願いします。

Lしです

～食生活 手 ～

●かぜ予防の強い昧方

かぜの予防に効果のあるのは、た

んぱく質、ビタミンA、 ビタミン

Cの三つの栄養素です。

まちの特産品を展示即売

在熊高森会が高森の PRに一役

阿蘇郡農業祭 12/7 熊本市 ０

い
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子
ど
も
た
ち
の

す
ば
ら
し
い

ぬ
と
身
体
を

育
む
た
め
に

☆たんぱく質一筋肉や内蔵、血液、皮膚、毛髪などの体の部分

やホルモン、酵素、免疫物資などを作ります。また、このほか

に体を維持したり、発育を促す役割もしている、かぜ予防に重

要な栄養素です。

☆ビタミンA一ビタミンAは、皮膚や粘膜を正常に保ち、病気
の回復や体の成長を助ける働きを持つています。そのため不足

すると粘膜が弱くなりかぜを引きやすくなつてしまいます。ビ

タミンAはチーズやレバー、ニラ、カボチャ、人参、ブロツコ

リー、ほうれん草などに含まれます。

☆ビタミンC―ビタミンCは、コラーゲンを作る働きをします。

コラーゲンは皮膚や筋肉、骨、血管をつなげる役割を果たして

いて、傷口を回復させ、血を止めたり強い歯や骨を作るのに役

立ちます。みかんや、キウイフルーツ、ブロツコリー、こまつ

ななどに豊富に含まれるので積極的に取りましよう。

ビタミンA、 Cはたんぱく質の吸収をよくするので、献立や調

理の仕方を工夫してじようずに取ります。又、食事以外の方法

に①規則正しい生活②皮膚を鍛える③体養と睡眠をとる④外出

から帰つたら、手洗いや、うがいにも心がけましよう。
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